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現代社会においては様々な課題が山積している。それらの課題に対して、一人一人が

課題を共有し、取り組むことが必要である。そういった取り組みを支える活動の基盤の

一つとなるものがボランティア活動である。一人一人にボランティア意識を涵養し、実

践力を身につけていくことが、学校現場にも求められている。実際のボランティア活動

につながる学習としての「ボランティア学習」について、そのあり方を探究した。小学

校、中学校段階での事例、先行研究を整理した結果、ボランティア学習を構成する柱は、

「自己実現」、「自己有用感」、「実践力」というねらいを持つことと、PAR 過程（準備

Prepare・体験 Act・ふりかえり Reflect）を経ることの二つであることを明らかにした。

これらの要素をもとに、小中学校における目標を明確にして、現在の教育課程への位置

づけができることを実践的に明らかにした。

また、ボランティアを行う場となる地域においても、地域の連帯感と地域の大人たち

の有用感を高めることができる可能性があることを指摘した。子どもが地域に貢献する

活動を「地域活動」とし、地域のつながりを深めるという地域側の価値についても言及

し、地域と学校どちらにも多くの価値や可能性があるという示唆を得た。
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第１章 研究の目的と方法

１．研究の目的

（１）研究主題の設定

現代社会においては、環境問題をはじめと

する様々な課題が山積している。それらに対

しては公的施策だけでは間に合わない。社会

的な問題の解決に自主的に取り組むボランテ

ィア活動が必要となってきた。

また少子高齢化が進み、だれもが生きがい

を持って生活していくために、精神的にも文

化的にも充足される必要がある。そういった

点からもボランティア活動は注目されてきた。

このような社会要請から、教育におけるボ

ランティア活動が注目されるようになった。

「生きる力」が議論されるようになってか

ら、ボランティア活動は一層強調されるよう

になった。平成１０年改訂の学習指導要領に

は、ボランティア活動についての記述がされ、

学校教育でのボランティア活動が活発に議論

された。これらの議論の中でボランティア学

習という言葉が用いられるようになった。

ボランティア学習とは体験そのものはもち

ろん、気付きや振り返りなど、学習の過程を

重視するものであり、自立的・自発的である

ボランティア活動へつなげるための学習のこ

とである。学校現場においても、ボランティ

ア活動の実践は進んでいるが、前述の学習ま

では至っていないという実態も指摘できる。



- 2 -

そこで本研究では、現在学校で行われている

ボランティアに関する学習活動を調査し、ボ

ランティア学習として整理・系統立てるとと

もに、地域で行われている活動との連携の有

効性を探っていくことを研究の目的とした。

（２）研究課題

以上に述べた研究の目的を踏まえ、本研究

では、学校教育におけるボランティア学習に

ついて提案をする。そこで、３つの切り口を

用意し、以下の研究仮説を設定した。

◆現在行われている学習活動を整理・系統

立てることでボランティア学習はより効果的

になるであろう。

◆それぞれの発達段階に即した、ボランテ

ィア学習のねらいと展開があるだろう。

◆ボランティア学習が地域活動につながる

ということがあれば、それぞれに多くの価値

があるだろう。

２.研究の方法

最初の段階としては、既に実践されている

ボランティア学習の事例や先行研究につい

て調査し、ボランティア学習を整理すること

である。今回はさらに相模原市でのボランテ

ィア学習（ボランティア活動の扱い）を明ら

かにすることである。実際の教育活動はもち

ろん、子どもや教職員がどのようなボランテ

ィア観をもっているかという実態について

も迫る。

また、地域がどのような期待や問題を抱え

ているのかという実態についても、インタビ

ューをもとに明らかにする。

これらの活動を踏まえ、学校教育におけるボ

ランティア学習を、目的、活動の柱、学校教

育段階、地域活動としての価値という観点か

ら、ボランティア学習を記述する。

さらに、ここで提案したボランティア学習

のあり方を、実践例をあげて説明し、十分に

議論する。合わせて、地域での活動について

も具体的に議論をする。

第２章 学校教育におけるボランティア学

習

１. ボランティア観

（１）学校現場におけるボランティア観

①調査方法と実態

実際にボランティアを教育課程の中で多

く行っているのは中学校である。相模原市

には現在公立中学校が３７校ある。全３７

校がどのようなボランティア活動を行って

いるのか各校の教育計画から調査を行った。

その結果、多くの中学校の教育計画にボ

ランティア体験活動が掲載され、取り組ん

でいることが分かった。

②校内ボランティア

校内では美化作業、書き損じはがきやペ

ットボトルキャップ等の回収をボランティ

ア活動として行う学校が目立った。

③校外ボランティア

校外では、自治会や地域と連携し、福祉

施設や地域でのお祭りの手伝いを行ってい

る。

④結果からわかること

ボランティアサークルや合唱ボランティア

など学校独自の活動を行っているところもあ

り、ボランティア体験活動は各校の実態に合

わせ、多岐に渡って行われている。しかし、

これらのボランティア体験活動は、お互いに

助け合う関係を学び、思いやりの心を育てる

といった社会奉仕の精神が強い。つまり、多

表１）

校
外

校
内
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くの中学校でボランティア体験活動として行

われているものは、社会奉仕体験活動であり、

ボランティア学習とは言えないのではないか。

（２）ボランティアに関する調査

①児童・生徒，教職員のボランティア観の調

査

・目的 児童・生徒，教職員の持つボランテ

ィアに対するイメージや活動内容の把握

・対象 研究員所属校の児童・生徒，教職員

・方法 質問紙法で記述式

・調査時期 平成２２年１１月～１２月

・質問項目と結果

１）ボランティアと聞いて何をイメージす

るか。

児童生徒

教職員

２）ボランティアと聞いてどんな活動を思い

浮かべるか。

児童 職員

ゴミ拾い ゴミ拾い

清掃 地域清掃

落ち葉掃き 回収活動

募金 募金

プルタブ回収 読み聞かせ

ボトルキャップ回収 学習ボランティア

お年寄りの手伝い 教育支援

介護 PTA 活動

見守り隊 登下校見守り隊

国境無き医師団 発展途上国支援

廃品回収 災害援助

お祭りの手伝い 被災地の手伝い

人を助ける 炊き出し

スポーツの審判 署名活動

バスで席を譲ること

絶滅危惧種の保護

④結果からわかること

ボランティアに関して抱いているイメー

ジは、おおむね好意的なものが多かったが、

教職員の中では若干、大変そうなイメージ

や奉仕的なニュアンスもあり、時間のない

中で活動するには厳しいと感じている本音

の部分も見られた。

一方活動面では、児童・生徒は、普段の

生活の中で取り組んでいることや身近なも

のに目が向いており、抵抗なく活動も出来

ているようだ。教職員の思い浮かべる活動

には、学習ボランティアや教育支援、登下

校の旗振りなど学校関係ならではの活動も

挙げられていた。

（３）地域におけるボランティア観

①地域活動としてのボランティア活動

学校内だけで行われるボランティア活動

には、限りがある。しかし、地域活動にボラ

ンティアとして参加することで、体験できる

ボランティア活動の幅は広がる。

表２）

図１）



- 4 -

また、地域活動を行うことにより児童・生

徒自身が地域への帰属意識を培うことがで

き、そのつながりを意識する機会を作ること

ができる。

②地域でのボランティアに関する聞き取り調

査

・目的 ボランティア活動における地域側の価

値と問題点を明らかにする

・聞き取り調査箇所 地域作業所・デイサービ

スセンター・自治会・老人ホーム・商店

・聞き取り調査時期 平成２３年７～８月

・聞き取り内容

③地域の期待と実態

自治会や地域、公民館等では、子ども達が積

極的にボランティア活動に参加してくれるこ

とを歓迎している。どんな小さな事でも何か関

わりを持ってくれることで、やがて成人したと

きに地域の一員として帰ってきてくれること、

働いてくれることを願っている。

しかし、その実態としては、一番期待してい

る中学生は、部活動や塾・習い事で忙しくなか

なか関わりを持てないことが挙げられる。ま

た、自治会からの連絡は回覧板などで回ってい

るが、子どもになかなか伝わらないことが多

い。作業所やデイサービスといった事業所で

は、中学生以上であれば、どんどんボランティ

アとして活動してほしいと期待しているが、実

態としては、職場体験として訪れるケースが多

い。しかし、純粋にボランティアとして活動し

ようと連絡を入れる中学生も少し見られる。

２．ボランティア学習が抱える課題

（１） 学校における「ボランティア」の位置

付けに関わる課題

①ボランティア学習とボランティア活動の捉

え

ボランティア活動とは、個人の自発的意志

により労働の対価を目的としないで、自分の

時間を提供して、社会のために役立つことを

行う活動である。そのため、主体性・公共性・

非営利性・先駆性の４つがボランティア活動

の柱である1。

これに対してボランティア学習は、学習活

動である。ボランティアの４つの特性を生か

して進められる社会体験学習である。教育活

動において設定される他律的な体験活動を通

して、将来、「本来のボランティア活動を行う

ようになっていくのがボランティア学習2」と

いうことである。

②ボランティア学習のねらい・学習過程

ボランティア学習のねらいは、将来ボラン

ティア活動に取り組もうとする児童生徒の育

成である。しかしながら、現在行われている

ボランティア学習は、ボランティア体験活動

だけを行っていることが多い。ボランティア

1 長沼豊（2002）奉仕活動・ボランティア活

動とは何か,子どもの奉仕活動・ボランティア

活動をどう進めるか,教育開発研究

所.pp.12-13.
2 讃岐幸治（1999）学校教育とボランティア

学習,ボランティア学習の評価のあり方につ

いての調査研究報告書,P.10.

表３）

施設 出来るボランティア メリット 問題点・課題 子どもだけでの受入

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
老
人
ホ
ー
ム

・歌を一緒に歌う

（校歌や学校で習った歌の

披露）

・体操

・折り紙

・クリスマス会の飾り付け

作成

・お年寄りとのふれあいや

話し相手

・施設の風通しが良くなる

・若い子にふれあえる

・職員以外の人とのふれあ

い

の機会を得られる

・施設利用者の表情が明る

くなる、喜ぶ

・なし

・学校が企画、立案し

ないと難しい

・事前に予定の確認が

必要

・可能

・小学生は保護者が

心配でついてくる

・しっかりとした意

思表示があれば

大丈夫

自
治
会

・ボランティア介護の勉強

会

（３中学校合同）

・地域の清掃

・地域のゴミ拾い

・（受け入れたことがない

のでわからないが、）育成

会主催の祭りの手伝い

・子ども同士が仲良くなる

・高校を卒業した後の公民

館の勉強会に参加してく

れる

・地域がきれいになる

・今はなし

・中学生の参加が少ない

・中学生は可能

・小学生は保護者の

同伴が必要

地
域
作
業
所

・利用者とのおしゃべり、

散歩、作業の手伝い、簡単

な食事やお茶の時間の準備

・手伝いなど

・利用者がいろいろな出会

いを体験できる

・中学生が障がい者を身近

に感じるきっかけになる

ので

はないか

・利用者が無理をして

疲れさせてしまう

商
店

・清掃活動

・参考

○レジは金銭を扱うので出

来ない

○商品の陳列は、小学生で

は難しいのではないか

・メリットとデメリットの

双方がある

・お客様の買い物の妨げに

ならないようにしなくて

はならない

・多少の負担がある

・小学生だけでは不

安（何かあった場

合に困るので）
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学習として明確な「ねらい」が設定されてい

ないことが多いことが一つ目の理由である。

環境美化に関わるボランティアをすれば、そ

こには環境教育の視点でねらいが設定される。

介護施設などのボランティアになれば福祉の

視点でねらいが設定されるのである。

二つ目は、そのねらいに向かっていく手立

てや学習過程が十分でないことである。子ど

もに将来のボランティア活動を意識させ、自

分自身の取り組みに目を向けさせる手立てや

学習過程を構築することが必要である。

ボランティア学習を構成するものは体験活

動だけではない。ねらいと、それに向かって

いくための手立て、教材、学習過程、体験等

を上手に組み合わせて、子どもの心に根付く

活動にしていく必要がある。

（２）地域の期待、学校の願い

①地域が期待するもの

聞き取り調査にあるように、地域や自治会、

公民館等は、自らが主催する清掃活動やお祭

りの手伝いなどに、子ども達がボランティア

として積極的に参加することを望んでいる。

つまり地域は、子ども達が地域に戻ってボラ

ンティアとして参加することが、地域の活性

化に繋がると期待しているのである。

②学校の願い

先にも述べたが、学校内だけでボランティ

ア活動を行うには限界がある。そのため、学

校は活動の場所を地域に求め、子ども達が自

治会や公民館などを中心に、お祭りの手伝い

や空き缶拾いなどのボランティア活動を地域

で行うことを願っている。さらに地域の活動

に貢献する子ども達の姿が、大人に見守られ、

認められることで、地域で子ども達が安心・

安全に過ごせることを願っている。

③地域連携の課題

これまで、学校と地域は、登下校の見守り

活動をお願いしたり、地域の方をゲストティ

ーチャーとして活用したりするなどの活動に

おいて連携している。しかし、子ども達がボ

ランティア活動を行う場合の連携としては、

あまり例がなく、どのように連携を図ってい

くとよいのかが明確になっていない。つまり、

ボランティアとして地域と学校を結ぶネット

ワークが構築されていないのが現状である。

上記地域の期待や学校の願いから、双方のニ

ーズが合致しているにもかかわらず、実践に

向けての第一歩を踏み出せない状況であると

もいえる。

また、学校の多忙化が進む中で、新たな活

動への負担感や、学校に対する地域の遠慮等

によって、学校・地域連携に対する負のイメ

ージがあるのではないか。

地域は、地域の活動に貢献する子ども達を

そばで見守ることにより、子ども達に対する

見方が変わってくるはずである。一方、学校

は、子ども達が地域で活動するように働きか

けることで、間接的ではあるが、地域活動へ

のサポートをすることができる。

しかしながら、近年、習い事や部活動など

で忙しい子ども達が自ら進んで地域に出て活

動することは、難しいのが現状である。地域

からのボランティア要請を学校がきちんと子

どもたちに呼びかけ、丁寧に伝えることで、

子ども達は地域の活動に積極的に参加するよ

うになるのではないか。

３．ボランティア学習の提案

（１）ボランティア学習の目的の明確化

①ボランティア学習が目指す児童・生徒像

～ボランティア学習の三本柱～

前節までの実態や課題を踏まえ、ボランテ

ィアの特性を考えたボランティア学習の目的

を明らかにする。本研究ではボランティア学

習でめざす児童・生徒像として次の３点を設

定した。

ア．自己有用感【社会はお互いに助け合って

いることに気づき、人のための行動できる】

・自分を支え、助けてくれる人がいることに

気づくことができる。

・進んで人の役に立つことができる。
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イ．自己実現【自分を高めることができる】

・ボランティア体験活動を通して、明確なめ

あてをもち、自分自身を高めることができる。

・自分自身を高めるための学習や自分の将来

を見通した取り組みを行うことができる。

ウ．実践力【地域での活動にボランティアと

して参加できる】

・自分に合ったボランティア活動を見つけ、

進んで取り組むことができる。

②発達段階におけるボランティア学習

ボランティア学習は、子どもたちが将来、

進んでボランティアができるようになること

を目指す学習である。そこで、その発達段階

におけるボランティア学習が目指す児童・生徒像の

目安を以下のように設定した。

自己有用感 自己実現 実践力

小低

☆
頼まれた手伝いを

して褒められ、うれ
しいと感じる。

頼まれた手伝いや

係活動をし、次もま
たやろうと思う。

頼まれた手伝いを

する。

小中

☆
自分から手伝いや
係活動をして褒め

られてうれしいと感
じる。

自分から手伝いや
係活動をし、よりよく

しようと思う。

決められた係活動
をする。

小高

☆☆
自分から進んで誰
かのために手伝い

をして褒められてう
れしいと感じる。

☆
他律的なボランティ
ア体験活動をやっ

てみて自分のため
にもなった、力がつ
いたと感じる。

☆
自分から進んでや
ろうとする気持ちを

持って、保護者の
手を借りて地域活
動に参加する。

中１

☆☆
自分の行動が自分
のためになっている

ことに気付く。

☆
目標を持ち、行動
し自分のためにな

った、力がついたと
感じる。

☆
自分から進んでや
ろうとする気持ちを

持って、保護者の
手を借りずに地域
活動に参加する。

中２

☆☆☆
人のために行動し

たことが自分のため
になっていることに
気付く。

☆☆
他律的なボランティ

ア体験活動を通し
て、自分の進路を
意識する。

☆☆
自分から地域活動

を選び、参加でき
る。

中３

☆☆☆
社会の一員として

の自覚をする。

☆☆☆
自分の将来のこと

を考え、他律的な
ボランティア体験活
動をする。

☆☆
自分から進んで地

域活動を選び、参
加できる。

大学
社会
人

☆☆☆☆☆

進んで地域活動に参加する。
ボランティア活動を行う。

※☆印は、大学・社会人を５段階評価の５としたと

きの、おおよその目安である。

ボランティア学習を行う際、子どもの段階

に応じて活動の目標を設定する。これらの目

標を達成していくことで、将来、ボランティ

ア活動に取り組む市民に成長することが期待

できる。

（２）ボランティア学習の実践に向けて

①目標の整理

道徳、特別活動、総合的な学習の時間には

それぞれ目標がある。それぞれの学習は複合

的に、組織的に構成され、教育課程として位

置付けられている。この現存する活動に、ボ

ランティア学習を設定する場合には、それぞ

れの活動で「ボランティア活動」が焦点化さ

れるよう、工夫する必要がある。

例えば、特別活動における奉仕的行事や社

会奉仕体験活動では、「～のため」という部分

への意識が強い。そこで、ボランティアとい

う視点から、自分自身にも目を向けて自己実

現を図るという活動に移行する。また、総合

的な学習の時間における探究の過程でも、自

分自身の問題解決にとどまらず、社会との接

点を意識させ、みんなのために役立っている

という有用感を十分に味わえるような活動へ

移行する。道徳においても、考えた価値項目

について、他律的なボランティア体験活動を

通して、実践的に道徳性を高める活動へと移

行するのである。

ボランティア活動は、その特性から、自己

と他者、社会とを双方向に結びつける活動で

ある。この「双方向性」を、それぞれの活動

に取り入れる、またこれからボランティア学

習を取り入れる時に、重点として位置付ける

ことが重要である。

②ボランティア学習過程

「双方向性」を重視し、教育課程に位置付

けるときに、学習過程もこの双方向性やボラ

ンティアの特性を踏まえたものである必要が

ある。長沼は、特別活動においてボランティ

ア学習を進める際にＰ(準備)→Ａ(体験)→Ｒ

表４）
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(振り返り)という PAR サイクル3という過程

を重視している。これは、ボランティア学習

全体にも通じる学習過程といえる。

ア．ボランティアについて知る。【Prepare 準備】

この段階では、ボランティアとはどのよう

なものか、ボランティア学習を通じ、どのよ

うな力が身につくのか等について学んだり、

社会で行われているボランティア活動につい

ての知識を得たりする。そして、児童・生徒

の興味関心から動機づけを行い、自分に合っ

たボランティア活動を見つけ、ボランティア

体験活動への計画を行う。この計画は、教師

のみで行うものではなく、児童・生徒が直接

活動計画に参加することも重要である。なお、

その準備の方法は、先に示した児童生徒の発

達段階により、児童生徒個々に変わっていく

こともある。

イ．ボランティア活動をする【Aｃｔ 体験】

この段階では、児童・生徒の興味関心に基

づき、進んで取り組むことが重要である。あ

くまでも苦役を課すことではなく、目指す児

童・生徒像に向かってボランティア体験活動

を行うことが大切である。また、教師は、体

験それ自体が目的ではないということもしっ

かりと踏まえておくことが重要である。

ウ.ボランティアを振り返る【Reflect 振り返り】

この段階では、ねらいに基づき、自己実現

の高まり（内面への視線）と自己有用感（外

界への視線）の両面から振り返ることが大切

である。そして、活動した成果をどのように

児童・生徒が受け止めたかをきちんと検証し、

次に生かすことが必要である。

③ボランティア学習を顕在化させる手立て

～ボランティアシートの取り組み～

教育課程にボランティア学習を位置付ける

場合、多くは現存する活動にボランティア学

習のねらいを加えて行うことになる。このと

3 長沼豊（2001）特別活動におけるボランティア学習の新

展開,ボランティア学習新時代への提言,日本ボランティア

学習協会,pp.36-37.

き「双方向性」を大事にすること、ＰＡＲ過

程をたどることは述べた。それらをしっかり

と意識させ、活動をボランティア学習へ移行

していく手立てとして、ボランティアシート

を提案する。

ボランティアシートは、簡単な活動の計画、

振り返りをするワークシートである。ＰＡＲ

もこのシートを活用して行うと、ボランティ

ア活動の特性が意識しやすい。

ボランティアシート

日 時 年 月 日（ ）

P：どんなふうに取り組みたいですか？

何のため？（○をつけよう）

自分のため 人のため 社会のため

その他（ ）

A：活動

R：やり終えてどう感じましたか？

満足度 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

年 組 名前

また、学校において常時活動とされている

校内の美化活動等でも、このシートを使って

簡単にボランティア学習に移行していくこと

ができる。

シートの内容は、発達段階に応じて工夫し

ていけばよい。例示したシートは、小学校と

中学校で使用したものである。シートには、

表５）
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ボランティア学習の柱である自己実現、自己

有用感、実践力を意識させる①自分のため②

人のため③みんなのためという項目を設定し、

双方向性を意識した振り返りと満足度を設定

している。手間をかけずに簡単に、繰り返し

行うことでボランティア学習としての活動に

移行していくことができる。

（３）地域活動としてのボランティア

①地域にとっての価値

子どもたちが地域活動に参加することで、

地域にとって次のような価値が考えられる。

一点目に、家族や地域の人々と連帯感が深

まり、更に、異年齢間のつながり（縦のつな

がり）も生まれ、地域自体が明るくなる。

二点目に、地域活動の正統性や清潔性が強

調され、その活動が広がるという事例もある。

三点目に、地域の人々の「主体的参加意識」

を高め、更に、「教育に貢献しうる自分」を再

発見し、生きがい感や有用感を深めることが

できる。

例えば、地域のお祭りでの取り組みでは、

お囃子等の伝統的な活動に子どもたちが参加

することで、地域の人々において次世代に継

承したいという思いが強まったり、モチベー

ションが高まったりする場面が多く見られる。

そして、自分たちは、より「地域に貢献して

いる」という思いを持つようになるのではな

いか。

②学校にとっての価値

子どもたちが地域活動に参加することで、

学校にとっては、次のような価値が考えられ

る。

一点目に、子どもたちが、校外で学ぶこと

を実践する機会となり、洞察力を養うことが

できる。

二点目に、地域の教育力の活用につながる。

地域社会のもつ個性的で多様な教育力を生か

すことができる。

三点目に、子どもを地域とともに育てると

いう視点を持つことができる。

③地域活動実践へ向けて

教師 子ども

地域の団体・施設※１

へ連絡を入れる。

子どもに、ボランテ

ィア活動先や日にち

を知らせる。

ボランティア活動

先を選ぶ。

子どもの活動内容を

把握する。※２

ボランティア活動

先に自身で連絡を

入れる。

ボランティア体験

実施

体験終了後にボラン

ティアシートに記入

させる。

ボランティアシー

トを記入し、振り

返る。

※１自治会、公民館、幼稚園、保育園、福祉施設等

が比較的受け入れてもらいやすい。

※２小学生の場合は、保護者の承諾を得ておくこと

が望ましい。

子どもが自分で体験先を探すのは難しいと

思われるが、地域に目を向けると、自治会等

の団体、老人ホーム等の福祉施設があり、ボ

ランティアを受け入れてもらいやすい。この

ようにして、一度パイプができると次の活動

へ繋がっていくと考えられる。

第３章 ボランティア学習の実際

１．小学校段階におけるボランティア学習

① ６年 総合的な学習での実践

総合的な学習の時間の中で、ボランティ

ア学習を設計、実践した。２学期の実践

である。２０時間程度の扱い。

活動名 ボランティア大作戦

学習課題 いろいろなボランティア体験をい

かして、自分の力を高めよう

学習対象 ボランティア活動 社会体験

ねらい

【自己実現】

ボランティア活動を通した人との関わりを

通じて、自己の生き方を見つめ、自分の将

来について考えることができるようになる。

表６）
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【自己有用感】

社会全体が、多くの支え合いによって成り

立っていることや、いろいろな人たちの目

に見えない努力によって形成されているこ

とを、実感を持って理解する。

【実践力】

ボランティア活動を通して、自分自身にで

きることを見つけ、社会のために役立つと

いう有用感を持つ。

② 「ボランティア大作戦」の活動計画

第１ステージ ボランティアの共通理解

ボランティア調べ・活動のねらい・願い

第２ステージ ボランティア探し・申し込

み

ボランティア探し・活動申し込み・挨拶

ボランティア活動準備

第３ステージ ボランティア体験

ボランティア体験活動・活動の振り返り

第４ステージ ボランティア体験の共有

ボランティア活動報告会・ボランティア学

習の振り返り。

③ ボランティア大作戦の実際

『ボランティアってなあに？』

実践した６年１組の子どもたちの多くがボ

ランティアを知らず、わかっている子も、「大

変で、何も得られない」といったマイナスイ

メージを持っていた。

そこで取り入れたのが、ボランティア調べ

である。家族、地域の見守り隊の人にインタ

ビューしたり、インターネットで様々なボラ

ンティア活動を調べたりした。結果、子ども

たちは様々なボランティア活動の存在を知り、

自分自身を高めるというねらいにも気付いて

いった。子どもたちのボランティアへの意識

は明らかに変わりつつあった。

『みんなでボランティアをやってみよう』

「自分たちでもやってみたい。」

子どもたちの意識の高まりに合わせて、ク

ラスでボランティアをやってみようというこ

とになった。名づけてボランティア大作戦。

クラスの願いは「人の役にたちたい」、「自ら

進んで人を助ける心を持ちたい」というもの

に決まった。

『さあ、どのボランティアをやろうかな』

子どもたちは、２００種以上のボランティ

ア活動を探し出し、それを１０種類に分類し

て整理し、関心のあるものを選びボランティ

ア計画を立てた。

①～⑤の取り組み後、一度振り返りを行い、

⑥～⑧を行ってから、もう一度振り返りを行

った。

『ドキドキのボランティア体験！』

ボランティア活動は、自分たちがボランテ

ィア先の人と交渉

して決定した日時

に、指定された場

所に行って体験し

た。６年１組が行

ったボランティア

活動は表７のとおり。

『みんなのボランティア活動を教えて』

ボランティア活動をした子どもは、活動の

まとめを行い、クラスで発表する。活動を終

えて随時、報告をしていった。友達の発表を

みんな真剣に聞き、「それやってみたい」とあ

③

興
味
の
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
先
を
見
つ
け
る

④

小
学
生
で
可
能
か
の
問
い
合
わ
せ
（
学
校
の
携
帯
を
使
用
）

⑤

承
諾
を
得
て
担
任
に
報
告
。
必
要
な
も
の
を
確
認
。
保
護
者
の
承
諾

⑥

前
日
に
、
電
話
に
て
再
度
確
認
。
活
動
の
め
あ
て
確
認
。

⑦

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
活
動
。
活
動
の
振
り
返
り
を
行
う
。

⑧

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告
会

①

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
知
る
（
調
べ
活
動
）

②

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
整
理

図２）
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ちこちから声があがった。もちろん、大変な

部分についての意見交流も多く行われた。子

どもたちは、この報告会を経て、ボランティ

アのよさと大変なところを共有した。子ども

たちがよさとしてあげたのが「達成感を味わ

える」「知らないことがわかった」「周りが感

謝の声をかけてくれる」であった。逆に大変

と感じたことは、「なかなか状況が変わらな

い」「申し込みが大変」であった。

④ 成果

ボランティアへの意識

活動の当初、子どもの意欲の高まりは全く

なかった。

ところが、実際のボランティア活動を調べ

始めると、意識は一気にかわった。そして、

ボランティアのイメージがはっきりしていく

につれ意欲も高まり、実際にボランティア活

動の連絡・調整ができてくると、ボランティ

アの日を待ち遠しくしている姿が見られるよ

うになった。ボランティア活動を経験すると、

ボランティアを堅

くとらえず、自分

から取り組む、自

分自身にとっても

やりがいを持って

取り組めるといった、本来のボランティア活

動へと意識が変わっていった。

（２）ボランティア活動からの学び

ボランティア活動を終えてからの子どもの

感想を、最後にいくつか紹介する。

２．中学校段階におけるボランティア学習

実践校では、ボランティア活動を通して、

コミュニケーション能力を高め、社会の奉仕

精神を養い、公共の福祉と社会の発展に尽く

そうとする態度の育成や学校と保護者・地域

との連携体制を築くことを目指している。ま

た、ボランティア活動を通して、自分を見つ

め、地域との繋がりを考える生徒を育ててい

る。

職員室前にボランティアボードを設置し、

校内ボランティアの活動場所や活動内容の記

入や、地区社会福祉協議会や公民館、地域の

方から学校に依頼がきたボランティア等が掲

示され、ボランティアボードを見た生徒は、

担当職員へ声をかけ、ボランティアに参加し

ている。

①校内でのボランティア

環境委員を中心に毎週水曜日の昼休みに

「グリーンスタッフ」と呼ばれる環境ボラン

ゴミは流木がすごい多かった。人工ゴミはカン、ア
メのゴミが多かった。ゴミを拾っている途中、おば
さんに「ゴミ拾いしてるの？ありがとうね。」と言わ
れて嬉しかった。流木はどこからきているのか不思
議だった。なかなかゴミが減らないので大変だった
けど、感謝の言葉をもらってできたので、よかった
なぁと思えた。

たくさんゴミなどがあって大変でつかれたと思っ
たけど、1 回休憩してからもう一度やったら楽しい
ということなど、いい方に考えられるようになっ
て、やっているうちに出来てよかったと思えた。ま
たやってみたいなどと思いました。でもやっぱり、
これを自分から進んで、今ボランティアをやってい
る人はすごいと思ったし、なんでできるのだろうと
思って、確かに今回やったときにはよかったと思っ
たけど、続けるのは難しいと私は思いました。

目的の人の役に立つことはできたと思います。活
動内容でよかったことは無理やりするのではなく、
楽しいからやることができ、みんなが「ありがとう、
助かったよ」って言ってくれたところがうれしかっ
たです。私は大変なところはなかったです。おもち
配りや品物売りをするのがすごく楽しかったです。

またいける時があればコスモスセンターのほか
のお手伝いをしてみたいです。来年のバザーでもお
手伝いをしに行きます。

【表７ ボランティアの分類】

ボランティア活動 子どもが選んで行ったもの

国際ボランティア

医療ボランティア

災害ボランティア

環境ボランティア 海岸清掃ボランティア

福祉ボランティア 老人ホームバザーボランティア

まちづくりボランティア 園芸ボランティア

スポーツボランティア 遊び場ボランティア

収集ボランティア

子ども系ボランティア

保育園の保育や環境整備のボラン
ティア ふじ第二保育園、ひよこ第二
保育園、南上溝保育園

動物ボランティア

捨て猫の飼い主を探すボランティア
捨て猫のお世話をするボランティア

ダチョウ牧場
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ティアが行われる。主に種まきや除草作業、

苗植え等を行っている。毎回数多くの生徒が

参加し、生徒と教員のコミュニケーションの

場としても活用されている。

また、４月の桜の花びら掃きボランティア

や１０月の落ち葉掃きボランティアを行って

いる。なお、桜の花びら掃きや落ち葉掃きボ

ランティアに参加

した生徒の多くが

その後、学校に対

し愛着を持つよう

になった。

②校外でのボランティア

地区社会福祉協議会と連携し、市民さくら

まつりで出店のお手伝いをしたり、子育てほ

っとサロンに参加して乳幼児の世話を行った

り、地域作業所で行われるお祭りのお手伝い

をすることも多い。

また、地区防災訓

練では自分の住ん

でいる地区の防災

訓練に参加し、簡

易トイレを作ったり、放水作業を行ったり、

炊き出しを行ったりと、実際に災害が起こっ

た際に必要なことを地域の方と訓練すること

で、防災訓練の必要性を学ぶだけでなく、地

域と中学生との交流の場にもなっている。そ

の他、公民館まつりや自治会のお餅つき大会

にボランティアとして参加することで、地域

に見守られているという安心を中学生は実感

できるとともに、地域は中学生の力を活用し

地域の活性化を図ることができ、双方にとっ

てよい機会の場となっている。

③ボランティア活動を終えて（生徒の感想）

・ボランティアに参加して、自分はまだいろ

いろなことができると思った。ボランティ

アは様々な自分の才能を見つけられる場だ

と思います。また参加したい。

・初めてボランティアをやってみて、知らな

い人と協力して何かをやり遂げることは、

協力し合ったり、コミュニケーションをと

ったりすることで、人の優しさを感じられ

ることだと思った。今回、このような経験

ができて、いろいろな面で成長できたと思

う。このことを今後に生かしていきたい。

・初めは面倒だなという気持ちがありながら

ボランティアに参加したが、参加してみる

と人のためというより自分のためにもなり、

よい経験ができた。他人と話すのは苦手だ

が、明るい雰囲気だったので楽しくできた。

第４章 研究のまとめ

１．研究の成果

（１） ボランティア学習の整理

ボランティア体験活動

現在の学校教育では、「ボランティア」とい

う言葉で、さまざまな活動が展開されている。

道徳の副読本を概観すると、ボランティアに

かかわる資料が数多く掲載されていた。また、

小学校における児童会活動や中学校における

生徒会活動、委員会活動の中でも、ボランテ

ィアと呼べる活動が展開されている。ユニセ

フ募金、地域清掃、ペットボトルキャップ回

収、そして、東日本大震災への義援金集めな

どである。また、中学校においては、３年間

の中でのボランティア体験活動を計画的に組

み込んでいる。

それぞれについては、独立した取り組みと

して展開していることが多いことも分かった。

また活動についても、ボランティア体験活動

といえるものや社会奉仕体験活動と呼ぶべき

ものなど、さまざまな活動が展開されている

ことが明らかとなった。

課題の指摘

教員のボランティアの印象は奉仕的な活動

という印象が強いこと。そのため、展開され

ているボランティア体験活動が奉仕的な活動

として設定されることが多く、将来のボラン

ティアにつながる活動としてねらいを設定し

ていないことが指摘できた。また、それに対
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応する学習過程が構築されておらず、体験活

動が先行していることを指摘した。

（２）発達段階に即したボランティア学習の

ねらいと展開

ボランティア学習は、将来進んでボランテ

ィア活動に取り組むことができるように行う

学習である。そのために、ボランティア活動

の要素から、自己有用感、自己実現、実践力

というボランティア学習のねらいを設定した。

また、ボランティア学習を進めたときの、

発達段階ごとの目指す子どもの姿も具体的に

表し、ボランティア学習の目標を明確にした。

さらに、ボランティア学習の学習過程は P

（準備）A（体験）R（振り返り）を経る PAR

過程が望ましいことも述べた。

小学校における総合的な学習におけるボラ

ンティア学習、中学校における校内外におけ

るボランティア学習についても報告した。ね

らいを明らかにし、PAR の学習過程を経るボ

ランティア学習を具体的に提案することがで

きた。

（３）ボランティア学習と地域活動

学校は地域での学習や活動を望んでいるこ

と。そして、地域も、地域活動に子どもたち

が進んで参加してほしいと願っていることが

明らかになった。また、地域には子どものボ

ランティア学習の場が多く存在していること

もわかった。

しかしながら、地域と学校のネットワーク

が十分にできていないこと、地域に子どもを

出すときの煩雑さ、地域活動が十分に伝わっ

ていないことなど、いくつかの問題があるこ

とも指摘できた。

ボランティア学習は、地域において行われ

る。地域も子どもの地域活動参加を願ってい

る。そこで、想定される問題に対する手立て

を提示し、地域におけるボランティア学習の

計画、準備についても述べた。

２．今後の課題

前述したように、本研究においては一定の

成果を得た。しかしながら、それらは、設定

した研究課題に対する答えとしてまだまだ未

熟なものである。それらをより成熟したもの

にしていくことが今後の課題となる。

ボランティア学習の実践例の提示

小学校、中学校におけるボランティア学習

の実際を提案した。日常的に行うボランティ

ア学習や、道徳と関連付けたボランティア学

習など、ほかにもボランティア学習の実践を

提案できれば、この学習の価値をより伝える

ことができると考えられる。

地域活動の可能性

地域との連携は、学校、地域における課題

である。簡単な手立ては示したものの、今後、

地域と学校のネットワークは一層充実を図っ

ていく必要がある。このネットワークづくり

に、このボランティア学習は大きな可能性を

持っている。地域と学校の連携、地域や学校

の価値について明らかにすることで、学校現

場で一層ボランティア学習が推進されること

が期待できる。


